
 

 

 

       
 《 

県
親
の
会 
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会 

報 

告 

》 
 
 

 今
年
度
も
県
内
各
ブ
ロ
ッ
ク
で
、
研
修
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
を

通
し
て
、
情
報
の
共
有
や
悩
み
相
談
な
ど
、
各
支
部
親
の
会
の
活
性
化
に
役
立
つ
学
習

会
や
情
報
交
換
が
さ
れ
ま
し
た
。 

各
ブ
ロ
ッ
ク
の
研
修
の
様
子
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。 

   

活
動
日
：
十
月
七
日
（
土
）
／ 

場 

所
：
紫
波
町
情
報
交
流
館 

担 

当
：
小
原 

俊
彦
（
事
務
局
長
） 

 

内 

容
：
学
習
会
「
教
室
開
設
と
親
の
会
」
講
師 

県
親
の
会
参
与 

森
田 

巧
先
生 

 
 
 
 
 

各
支
部
の
発
表 

 
 
 
 

 
 

       

活
動
日
：
十
一
月
十
一
日
（
土
）
／ 

場 

所
：
岩
手
町
広
域
交
流
セ
ン
タ
ー 

担 

当
：
林 

義
明
（
副
会
長
） 

内 

容
：
学
習
会
「
葛
巻
の
親
の
会
活
動
の
発
表
」・
協
議 

 
 
 
 

 

        

活
動
日
：
十
一
月
十
一
日
（
土
）
／ 

場 

所
：
北
上
市
立
和
賀
東
小
学
校 

担 

当
：
小
崎 

真
樹
（
副
会
長
） 

 

内 

容
：
学
習
会
：「
親
の
会
の
在
り
方
」 

講
師 

岩
手
の
こ
と
ば
を
語
る
会 

副
会
長 

久
保
四
男 

先
生 

           

き
こ
え
・
こ
と
ば
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
懇
談 

 
 
 
 
 

 

      

 

活
動
日
：
九
月
三
十
日
（
土
）
／ 

場 

所
：
平
泉
文
化
遺
産
セ
ン
タ
ー 

担 

当
：
小
崎 

真
樹
（
副
会
長
） 

内 

容
：
親
、
教
師
の
活
動
：
ピ
ュ
ア
フ
リ
ー
ト
ー
ク 

当
事
者
同
士
の
語
り
合
い 

子
の
活
動
：「
平
泉
の
歴
史
を
さ
ぐ
る
」 

 
 

      

 
  

親
の
会 

 
 

だ
よ
り 

 

第９３号 

発行日：Ｈ30.3.9 

発 行 

岩手県ことばを育む

親の会 

会  長：主濱 友子 

事務局  

盛岡市立桜城小学校   

きこえとことばの教室内 

盛 

岡 

Ａ
（
盛
岡
・
滝
沢
・
雫
石
・
矢
巾
・
紫
波
） 

盛 

岡 

Ｂ
（
岩
手
・
葛
巻
・
八
幡
平
） 

県
南
ブ
ロ
ッ
ク 

Ａ
（
花
巻
・
北
上
・
西
和
賀
） 

県
南
ブ
ロ
ッ
ク 

Ｂ
（
奥
州
・
金
ヶ
崎
・
一
関
） 

 

・
県
親
の
会
参
与
の
森
田
巧
先
生
か
ら
、
親
の
会
の
歴
史
や
意
義
に
つ
い
て
教
え
て

い
た
だ
い
た
。
そ
の
後
、
各
支
部
の
活
動
の
成
果
や
課
題
を
交
流
し
た
。 

・
教
育
委
員
会
訪
問
に
関
し
て
、
話
し
や
す
い
関
係
を
築
き
上
げ
て
い
く
こ
と
が
大
切 

で
あ
る
。 

・
役
員
決
め
に
Ｏ
Ｂ
も
参
加
し
て
行
う
と
い
う
支
部
の
情
報
が
参
考
に
な
っ
た
。 

・
講
師
の
先
生
か
ら
、
親
の
会
の
歴
史
や
き
こ
え
の
教
室
に
つ
い
て
の
話
を
聞
く
こ

と
が
で
き
大
変
勉
強
に
な
っ
た
。 

・
教
室
で
の
指
導
内
容
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
た
。 

・
他
の
親
の
考
え
や
気
持
ち
を
聞
く
機
会
と
な
っ
た
。 

・
グ
ル
ー
プ
（
支
部
長
や
会
長
、
一
般
会
員
、
先
生
）
に
分
か
れ
て
意
見
交
換
を
行
い
、

そ
れ
に
対
し
て
助
言
も
行
っ
た
。
ま
と
ま
り
の
あ
る
意
見
交
換
会
に
な
っ
た
。 

・
親
同
士
で
話
を
す
る
機
会
が
少
な
い
の
で
、
こ
の
よ
う
な
交
流
会
は
貴
重
で
あ
る
。 

・
親
の
会
の
説
明
で
、
活
動
内
容
や
重
要
性
を
理
解
で
き
る
よ
う
に
工
夫
す
る
。 

・
親
の
会
活
動
へ
親
が
主
体
的
な
教
室
と
、
教
師
が
主
体
的
な
教
室
と
ま
ち
ま
ち
で
あ

る
。
教
室
課
題
や
意
義
を
ど
う
引
き
継
ぐ
か
が
課
題
で
あ
る
。 

 

葛
巻
支
部
の
活
動
事
例
の
発
表
後
、
各
支
部
の
活
動
と
課
題
を
話
し
合
っ
た
。 

・
初
め
て
の
親
が
多
く
、
こ
と
ば
の
教
室
や
親
の
会
へ
の
理
解
に
つ
い
て
の
意
見
交

換
が
多
か
っ
た
。 

・
親
の
会
の
会
議
の
持
ち
方
に
つ
い
て
、
回
数
を
減
ら
し
た
り
、
集
ま
り
や
す
い
時

間
を
工
夫
し
た
り
し
て
い
る
。 

・
親
の
会
の
成
り
立
ち
を
確
認
し
、
会
へ
の
考
え
方
を
改
め
る
こ
と
が
で
き
た
。 
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活
動
日
：
八
月
二
十
六
日
（
土
）
／ 

場 

所
：
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー 

担 
当
：
岡
﨑 

清
弘
（
副
会
長
） 

内 

容
：
親
子
活
動
：「
ス
ポ
ー
ツ
」
／ 

学
習
会
：
「
幼
児
教
室
設
置
に
つ
い
て
」 

 

     
 

   

活
動
日
：
十
一
月
十
二
日
（
土
）
／ 

場 

所
：
大
船
渡
市
立
盛
小
学
校 

担 

当
：
櫻
岡 

正
久
（
副
会
長
） 

内 

容
：
親
子
活
動
：「
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
」
子
の
活
動
：「
読
み
聞
か
せ
」 

親
活
動
：
「
座
談
会
」 

 
 
 
 
 

           

①
活
動
日
：
十
二
月 

二
日
（
土
）
／ 

場 

所
：
二
戸
市
立
石
切
所
小
学
校 

②
活
動
日
：
十
二
月 

九
日
（
土
）
／ 

場 

所
：
久
慈
市
立
久
慈
小
学
校 

担 

当
：
岡
﨑 

清
弘
（
副
会
長
） 

内 

容
：
①
「
親
子
餅
つ
き
大
会
」・「
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体
験
」・
各
地
区
活
動
報
告
・ 

 

合
宿
研
修
会
を
行
う
意
義
の
確
認 

②
親
子
活
動
：「
ポ
ッ
プ
カ
ー
ド
作
り
・
カ
レ
ー
作
り
」 

 

親
の
活
動
：「
学
習
会
」 

／ 

子
の
活
動
：「
ミ
ニ
ゲ
ー
ム
」 

       

《「
吃
音
が
あ
る
子
と
保
護
者
の
交
流
会
（
す
っ
ぴ
ん
の
会
） 

》 

一
月
二
十
日
（
土
）
に
「
す
っ
ぴ
ん
の
会
（
吃
音
の
あ
る
子
と
保
護
者
の
交
流
会
）」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
の
い
わ
て
県
民
情
報
交
流
セ
ン
タ
ー
「
ア
イ
ー
ナ
」
に
は
、

県
内
各
地
の
こ
と
ば
の
教
室
や
幼
児
教
室
か
ら
、
子
ど
も
十
四
名
・
保
護
者
十
四
名
・
先

輩
二
名
・
先
輩
の
保
護
者
一
名
・
先
生
十
四
名
・
親
の
会
二
名
・
言
友
会
一
名 

合
計
四

十
八
名
が
集
ま
り
交
流
し
ま
し
た
。 

 

子
ど
も
た
ち
が
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し
ん
で
い
る
間
、
保
護
者
は
、
三
つ
の
グ
ル

ー
プ
に
分
か
れ
、
日
頃
、
か
か
え
て
い
る
悩
み
を
語
り
、
思
い
を
共
感
し
た
り
、
新
し
い

見
方
や
考
え
方
を
聞
い
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
先
輩
の
お
母
さ
ん
や
、
言
友
会

（
吃
音
の
あ
る
方
々
の
全
国
組
織
）
の
方
の
話
も
大
変
参
考
に
な
り
、 

短
い
時
間
で
し
た
が
、
子
ど
も
た
ち
、
保
護
者
と
も
有
意
義
な
時
を 

過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

こ
の
会
は
今
年
で
十
七
回
目
と
な
り
ま
す
。 

遠
く
か
ら
参
加
し
て
く
だ
さ
る
親
子
も
あ
り 

ま
す
。
吃
音
へ
よ
り
よ
い
理
解
へ
の
一
助
と 

な
り
、
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
が
広
が
る
こ
と
を 

願
い
ま
た
来
年
も
開
催
い
た
し
ま
す
。 

 
 

  

沿
岸
ブ
ロ
ッ
ク 

Ａ
（
岩
泉
・
田
野
畑
・
宮
古
・
山
田
） 

沿
岸
ブ
ロ
ッ
ク 

Ｂ
（
遠
野
・
釜
石
・
大
槌
・
気
仙
） 

県
北
ブ
ロ
ッ
ク 

（
①
二
戸
・
一
戸
・
軽
米
・
九
戸
・
②
久
慈
・
洋
野
） 

・
参
加
者
の
こ
と
ば
の
教
室
へ
の
入
級
を
迎
え
る
ま
で
の
経
緯
と
気
持
ち
を
振
り
返 

り
、
親
の
会
の
「
だ
れ
も
が
、
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
」
の
目
的
を
果
た
す
た
め 

の
話
し
合
い
を
進
め
た
。 

・
親
の
会
は
、「
こ
と
ば
の
教
室
」
の
先
生
が
指
導
し
や
す
い
環
境
を
整
え
る
た
め
に
、

教
育
委
員
会
へ
の
訪
問
等
を
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
た
研

修
会
だ
っ
た
。 

・
平
成
三
十
二
年
度
に
開
催
予
定
の
親
子
合
宿
研
修
会
に
向
け
て
、
意
思
疎
通
を
図 

る
こ
と
が
で
き
た
。 

・
久
慈
支
部
と
洋
野
支
部
の
親
の
会
の
歩
み
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。 

・
岩
泉
支
部
と
田
野
畑
支
部
が
合
同
で
、
幼
児
教
室
の
必
要
性
に
つ
い
て
の
学
習
会
を

行
っ
た
。
そ
の
後
、
岩
泉
支
部
は
、
教
育
委
員
会
訪
問
を
行
い
、
幼
児
教
室
設
置
を

要
望
し
た
。 

・
宮
古
支
部
と
山
田
支
部
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
支
部
で
学
習
会
を
行
っ
た
。 
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《 
釜
石
小
こ
と
ば
の
教
室 

創
立
五
十
周
年 

》 
平
成
二
十
九
年
十
一
月
二
十
二
日
（
水
）
に
、
釜
石
市
立
釜
石
小
学
校
体
育
館
に
お
い

て
、
こ
と
ば
の
教
室
五
十
周
年
記
念
式
典
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
旧
大
渡
小
学
校
時
代
か

ら
岩
手
県
に
お
け
る
「
こ
と
ば
の
教
室
」
教
育
の
先
駆
け
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
き

た
歴
史
を
振
り
返
り
、
さ
ら
な
る
充
実
が
誓
わ
れ
ま
し
た
。 

式
典
に
は
、
野
田
釜
石
市
長
を
初
め
、
多
く
の
関
係
者
の
ご
臨
席
の
も
と
約
百
三
十
人

が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。
教
室
開
設
、
運
営
に
尽
力
さ
れ
た
五
人
一
団
体
に
感
謝
状
が
贈
呈

さ
れ
、
開
設
か
ら
現
在
ま
で
の
歩
み
を
振
り
返
り
ま
し
た
。
「
五

十
年
の
振
り
返
り
」
で
は
、
初
代
担
任
の
菊
池
義
勝
先
生
、
初
代

親
の
会
会
長
夫
人
の
落
合
ハ
ル
さ
ん
、
県
親
の
会
前
会
長
の
佐
々

木
信
孝
さ
ん
の
対
談
を
行
い
ま
し
た
。 

ま
た
、
同
校
の
児
童
に
よ
る
虎
舞
や
当
時
の
大
渡
小
学
校
校
歌

と
釜
石
小
学
校
校
歌
も
披
露
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
れ
ま
で
の
歩
み
を
ま
と
め
た
記
念
誌
が
作
成
さ
れ
、
県
内
の

各
支
部
事
務
局
へ
も
配
布
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

  《 

や
ま
び
こ
会
学
習
会 

》 

十
二
月
二
十
三
日
（
土
）
に
「
や
ま
び
こ
会
（
岩
手
県
難
聴
者
の
会
）
学
習
会
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
会
場
の
岩
手
県
立
視
聴
覚
障
が
い
情
報
セ
ン
タ
ー
に
、
や
ま
び
こ
会
会
員
と
県
内

の
き
こ
え
の
教
室
の
児
童
・
生
徒
と
保
護
者
が
集
ま
り
、
講
演
会
と
交
流
会
を
行
い
ま
し
た
。 

 

講
演
は
、
盛
岡
医
療
福
祉
専
門
学
校 

心
理
福
祉
学
科
教
員 

畠
山 

修 

氏
に
よ
り
「
私
の

ラ
イ
フ
ス
ト
ー
リ
ー 

～
聞
こ
え
な
い
人
生
は
素
晴
ら
し
い
～
」
と
題
し
た
話
を
お
聞
き
し
ま

し
た
。
畠
山
先
生
が
こ
れ
ま
で
の
経
験
の
中
で
悩
ん
だ
こ
と
や
苦
労
さ
れ
た
こ
と
、
悲
し
み
や

喜
び
、
そ
し
て
出
会
っ
た
先
生
方
の
こ
と
等
を
大
変
分
か
り
や
す
く
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
交
流
し
ま
し
た
。 

 

や
ま
び
こ
会
は
、
今
年
度
で
三
十
五
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
会
員
の
交
流
の
場
、
現
役
の
「
き

こ
え
の
教
室
」
の
児
童
・
生
徒
、
保
護
者
と
の
つ
な
が
り
の
場
と
な
り
、
こ
れ
か
ら
も
続
い
て

い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
畠
山
先
生
の
講
演
の
内
容
は
、
全
国
難
聴
児
を
持
つ
親

の
会
発
行
の
「
ベ
ル
」
Ｎ
Ｏ
．
１
７
６
に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。 

《 

東
北
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
・
研
修
会 

》 

 
 

十
一
月
四
日
（
土
）
・
五
日
（
日
）
に
、
青
森
県
八
戸
市 

グ
ラ
ン
ド
サ
ン
ピ
ア
八
戸 

に
て
、
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
内
の
青
森
・
岩
手
・
宮
城
・
福
島
の
親
の
会
の
役
員
が
集
い
、
代

表
者
会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
県
か
ら
は
、
主
濱
友
子 

会
長
、
小
原
俊
彦 

事
務
局

長
、
ブ
ロ
ッ
ク
顧
問
の
菊
池
義
勝 

先
生
が
出
席
し
ま
し
た
。 

 

「
平
成
二
十
八
年
度
決
算
報
告
」「
各
県
の
活
動
状
況
、
行
政
機
関
等
へ
の
要
望
内
容
、 

課
題
等
」
「
次
期
ブ
ロ
ッ
ク
長
と
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
」
等
に
つ
い
て
の
意
見
交
換
を
行
い
ま 

し
た
。
そ
の
後
、
青
森
県
教
育
庁
三
八
教
育
事
務
所 

教
育
支
援
ア
ド
バ
イ
ザ
ー 

千
葉 

隆
史
氏
を
講
師
に
「
子
ど
も
一
人
一
人
の
特
性
に
応
じ
た
子
育
て
支
援
」
と
題
し
た
講
演

を
聴
き
、
研
修
が
行
わ
れ
ま
し
た
。  

会
議
で
は
、
次
期
ブ
ロ
ッ
ク
長
に
本
県
の
主
濱
友
子
会
長
が
選
任
さ
れ
、
平
成
三
十
年

十
月
下
旬
に
本
県
で
次
回
の
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
を
開
催
す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。 

    

《 

全
国
こ
と
ば
を
育
む
会
が
表
彰
を
受
け
ま
し
た 

》 

平
成
二
十
九
年
度
障
が
い
者
週
間
関
係
表
彰
式
が
行
わ

れ
、
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
全
国
こ
と
ば
を
育
む
会
」
が
内
閣
総
理 

大
臣
表
彰
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
「
平
成
二
十
九
年

度
障
害
者
週
間
の
取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
、
自
立
し
て 

社
会
活
動
に
参
加
し
、
広
く
他
に
範
を
示
し
て
い
る
障
害
者 

又
は
障
害
者
の
福
祉
向
上
に
関
し
顕
著
な
功
績
の
あ
っ
た 

個
人
若
し
く
は
団
体
を
顕
彰
す
る
も
の
」
で
、
五
年
に
一
度 

の
団
体
表
彰
受
賞
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。 

岩
手
県
親
の
会
と
し
て
も
大
変
喜
ば
し
い
こ
と
で
、
今
後 

活
動
す
る
上
で
、
と
て
も
励
み
に
な
る
嬉
し
い
お
知
ら
せ
で 

し
た
。 

 

 

県
親
の
会
か
ら
の
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン 

  

岩手県ことばを育む親の会 会報９３号 No.３ 

 


